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健
生
会
ニ
ュ
ー
ス 

平
成
２
４
年
３
月
号 

   

「
さ
ま
ざ
ま
な
死
生
観
」 

 
 
 

健
生
会
顧
問 

渡
邊 
一
雄 

 

久
し
ぶ
り
に
以
前
働
い
て
い
た
会
社

の
OB
の
会
に
出
席
し
た
。
60
歳
す
ぎ

て
か
ら
会
社
の
OB
の
会
と
か
、
学
校
の

同
窓
会
に
は
な
る
べ
く
い
か
ず
、
新
し

い
地
域
の
集
い
に
積
極
的
に
参
加
す
る

よ
う
に
し
て
き
た
。
そ
れ
は
そ
れ
な
り

に
理
由
が
あ
る
の
だ
が
、
今
回
は
た
ま

に
は
な
つ
か
し
い
元
の
職
場
の
人
々
に

会
う
の
も
い
い
か
と
出
か
け
て
み
た
。 

会
場
に
つ
く
と
受
付
の
人
が
私
に
会 

の
冒
頭
に
挨
拶
を
し
て
欲
し
い
と
い
う
。 

「
何
故
私
が
？
」
と
聞
く
と
、
私
が
一

番
高
齢
者
だ
か
ら
だ
と
い
う
。
一
瞬
め

ま
い
が
し
そ
う
で
あ
っ
た
。 

い
つ
の
間
に
そ
ん
な
に
年
を
と
っ
た

の
だ
ろ
う
。
そ
ろ
そ
ろ
「
死
に
支
度
」

を
す
る
年
に
な
っ
た
な
と
い
う
思
い
が

よ
ぎ
っ
た
。
落
ち
着
い
て
名
簿
を
ゆ
っ 

く
り
眺
め
る
と
、
私
よ
り
長
寿
の
先
輩

の
名
を
見
つ
け
（
当
日
欠
席
）
ち
ょ
っ 

       

と
ほ
っ
と
し
、
私
よ
り
若
い
人
の
死
亡

を
知
る
と
、
バ
ク
ダ
ン
が
至
近
距
離
に

落
ち
た
よ
う
な
気
分
に
な
っ
た
。 

 

丁
度
、
そ
の
頃
、「
お
く
り
び
と
」（
ア

カ
デ
ミ
ー
賞
外
国
語
映
画
賞
受
賞
）
を

見
た
あ
と
だ
け
に
、
な
お
さ
ら
死
に
支

度
と
か
死
生
観
に
つ
い
て
考
え
さ
せ
ら

れ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
日
本
人
は
死

を
感
覚
的
に
最
も
忌
み
嫌
い
、
高
齢
に

な
っ
て
も
死
に
関
す
る
話
は
避
け
よ
う

と
す
る
傾
向
が
あ
る
。
時
に
は
、
高
齢

者
達
が
Ｐ
Ｐ
Ｋ
（
ピ
ン
ピ
ン
コ
ロ
リ
）

で
死
に
た
い
な
ぁ
な
ど
と
云
っ
て
大
笑 

い
し
て
い
る
が
、
自
分
は
ま
だ
ま
だ
だ 

と
思
っ
て
い
る
し
、
第
一
そ
ん
な
に
カ

ッ
コ
よ
く
死
ね
る
も
の
で
は
な
い
。 

カ
ッ
コ
よ
く
死
ん
だ
人
と
い
え
ば
、 

西
行
法
師
を
思
い
出
す
。 

「
願
わ
く
ば
花
の
し
た
に
て
春
死
な

む 

そ
の
如
月
の
望
月
の
こ
ろ
」 

 

西
行
は
自
分
の
愛
し
た
桜
の
花
の
下 

で
、
釈
尊
と
同
じ
日
に
死
に
た
い
と
生 

前
に
こ
の
辞
世
の
歌
を
公
表
し
、
予
告 

       

通
り
に
そ
の
日
に
他
界
し
た
の
で
、
当

時
の
歌
人
た
ち
は
度
肝
を
抜
か
れ
た
と

伝
え
ら
れ
て
い
る
（
享
年
７３
才
）。「
偶

然
だ
よ
」と
せ
せ
ら
笑
う
人
も
い
る
が
、

今
で
は
さ
す
が
西
行
法
師
だ
と
い
う
こ

と
に
な
っ
て
い
る
。 

 

１
９
１
２
年
生
ま
れ
の
新
藤
兼
人
監

督
の
死
生
観
を
紹
介
し
て
み
よ
う
。
彼

は
親
し
い
友
人
で
73
才
で
亡
く
な
っ

た
宇
野
重
吉
の
死
へ
の
問
い
方
を
例
に

引
き
な
が
ら
、
彼
の
死
生
観
を
記
し
た

も
の
が
あ
る
。 

 

今
か
ら
20
数
年
前
に
2
度
の
ガ
ン

の
手
術
を
し
た
宇
野
重
吉
は
、
死
期
を

悟
っ
て
か
ら
宇
野
重
吉
一
座
を
組
ん
で

旅
に
出
た
と
い
う
。
人
は
死
ぬ
と
知
っ

た
と
き
、
立
ち
す
く
ん
で
何
も
出
来
な

い
か
、
人
間
と
し
て
最
後
の
行
動
に
出

る
か
の
二
通
り
で
あ
り
、
宇
野
の
場
合

は
後
者
で
あ
る
。 

 

芝
居
を
本
当
に
喜
ん
で
く
れ
る
人
た

ち
に
会
い
た
い
と
い
う
言
葉
を
新
藤
兼

人
は
直
接
宇
野
か
ら
聞
い
て
い
る
。
最

後
の
撮
影
に
行
っ
た
時
の
こ
と
を
、
次

の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。 

 

重
ち
ゃ
ん
に
会
っ
て
が
く
ぜ
ん
と
し

た
。
目
は
お
ち
く
ぼ
み
、
腕
は
骨
に
皮

が
つ
い
て
い
る
だ
け
だ
っ
た
。
取
材
を

諦
め
よ
う
と
し
た
と
い
う
が
、
彼
は
か

ま
わ
な
い
カ
メ
ラ
を
ま
わ
し
て
く
れ
、

話
し
て
お
き
た
い
こ
と
が
あ
る
と
言
っ

た
。
彼
は
死
を
覚
悟
し
て
い
た
か
ら
ま

た
の
日
と
い
わ
な
い
と
い
う
こ
と
が
こ

ち
ら
に
も
伝
わ
っ
て
き
た
。
一
時
間
ば

か
り
仕
事
を
し
、「
こ
れ
か
ら
沖
縄
に
行

く
。
病
院
の
ベ
ッ
ド
に
い
た
っ
て
ト
ラ

ッ
ク
の
中
で
寝
て
い
た
っ
て
同
じ
だ
。

外
の
景
色
を
見
て
い
る
と
生
き
返
っ
た

気
持
ち
に
な
る
」
と
。
新
藤
は
そ
の
言

葉
を
聞
い
て
こ
れ
が
宇
野
重
吉
の
遺
言

状
で
あ
り
役
者
と
い
う
も
の
が
羨
ま
し

く
思
っ
た
。
生
命
が
尽
き
る
ま
で
演
じ

ら
れ
た
ら
さ
ぞ
仕
合
わ
せ
だ
ろ
う
な
。 

 

あ
る
人
は
、
彼
の
行
動
を
人
騒
が
せ

を
し
な
い
で
静
か
に
寝
て
い
た
ら
、
と

批
判
し
た
が
、
宇
野
は
ド
ラ
マ
の
原
点

は
リ
ア
リ
ズ
ム
に
あ
る
と
い
う
姿
勢
を

死
に
際
ま
で
体
で
主
張
し
た
か
っ
た
の

だ
。
新
藤
は
20
数
年
前
に
こ
の
文
章
を

書
い
た
が
、
老
骨
に
む
ち
う
っ
て
映
画

を
撮
り
続
け
て
い
た
彼
の
姿
に
宇
野
重

吉
の
生
き
方
、
死
に
方
が
重
な
っ
て
い

る
よ
う
に
見
え
る
。
人
間
は
「
い
か
に
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生
き
る
か
、
い
か
に
死
ぬ
か
」
で
は
な

く
、「
い
か
に
死
ぬ
た
め
に
、
い
か
に
生

き
る
か
」
が
問
わ
れ
て
い
る
の
か
も
し

れ
な
い
。 

 

次
に
樋
口
広
太
郎
の
死
生
観
を
紹
介

し
た
い
。
彼
は
住
友
銀
行
か
ら
ア
サ
ヒ

ビ
ー
ル
の
社
長
に
転
じ
、
キ
リ
ン
を
抜

い
て
一
時
ト
ッ
プ
に
な
り
、
ア
サ
ヒ
の

再
生
に
大
活
躍
し
た
こ
と
で
有
名
で
あ

る
。私
も
一
度
会
っ
た
こ
と
が
あ
る
が
、

小
柄
で
気
さ
く
で
実
に
明
る
い
人
で
あ

っ
た
。
彼
は
「
企
業
の
ト
ッ
プ
の
明
る

い
死
生
観
」
と
い
う
エ
ッ
セ
イ
を
残
し

て
い
る
。 

 

人
間
は
ど
う
せ
死
は
避
け
ら
れ
な
い

も
の
だ
か
ら
こ
そ
充
実
し
た
人
生
を
送

り
た
い
。
我
が
実
業
人
の
場
合
、
世
の

中
の
動
き
を
よ
く
み
て
社
会
に
対
し
て

有
意
義
な
仕
事
を
成
し
遂
げ
る
こ
と
が

最
高
の
幸
福
で
あ
り
、
実
業
人
の
死
に

支
度
で
あ
る
。
死
に
支
度
は
人
生
に
対

す
る
構
え
と
い
っ
た
観
念
論
で
は
な
く
、

毎
日
毎
日
の
生
き
る
形
に
あ
る
。 

  

人
生
に
は
二
つ
の
生
き
方
が
あ
る
。

一
つ
は
「
と
に
か
く
こ
の
世
を
楽
し
も

う
。
未
来
は
神
ま
か
せ
、
つ
ま
ら
ん
い

い
が
か
り
は
無
視
す
る
」
と
い
う
ゲ
ー

テ
の
楽
天
的
人
生
観
。
も
う
一
つ
は
カ

ン
ト
の
「
苦
し
ん
だ
行
為
の
み
善
。
愛

を
保
証
す
る
も
の
は
犠
牲
で
あ
る
」
と

い
う
厭
世
的
人
生
観
が
あ
る
。
樋
口
は

明
る
い
楽
天
的
死
生
観
を
選
択
し
て
い

る
。
大
切
な
の
は
、「
死
の
問
題
と
は
生

き
る
覚
悟
、
生
き
様
の
問
題
で
あ
る
」

と
強
く
提
言
し
て
い
る
。 

 

そ
し
て
彼
の
銀
行
時
代
の
友
人
の
死

に
つ
い
て
、次
の
よ
う
に
書
い
て
い
る
。

そ
の
友
人
は
新
宿
支
店
長
で
仕
事
も
よ

く
出
来
、人
間
関
係
も
立
派
だ
っ
た
が
、

な
に
よ
り
も
偉
か
っ
た
の
は
死
ぬ
2

ヶ
月
前
に
は
も
う
ダ
メ
だ
と
気
が
つ
い

て
周
囲
に
感
謝
し
、
み
ん
な
に
「
あ
り

が
と
う
」
と
言
っ
て
死
ん
で
い
っ
た
。

こ
う
い
う
死
に
方
が
一
番
い
い
死
に
方

で
あ
る
と
思
う
、
と
。 

 

以
上
の
さ
ま
ざ
ま
な
死
生
観
が
、
読

者
自
身
の
死
生
観
を
考
え
る
と
き
、
何

ら
か
の
参
考
に
な
れ
ば
幸
で
あ
る
。 

 

   

臨
時
総
会
を
終
え
て 

 
 

健
生
会
会
長 

 
 

青
木 

玲
子 

一
月
二
十
七
日
（
金
）
椿
山
荘
の
新

年
宴
会
の
後
、皆
様
の
ご
協
力
に
よ
り
、

臨
時
総
会
を
無
事
に
終
え
る
こ
と
が
出

来
た
こ
と
を
ご
報
告
い
た
し
ま
す
。 

出
席
者
４
８
名
、
委
任
状
７
９
通 

現
在
会
員
数
２
０
４
名 

規
約
に
よ
り

四
分
の
一
の
出
席
数
で
総
会
と
し
て
成

立
を
確
認
し
た
。（
一
時
～
二
時
） 

第
一
号
議
案
と
し
て 

一
、
会
の
名
称
を
「
健
生
会
」
と
す
る
。 

二
、
定
款
の
内
容
は
、
健
生
会
は
こ
の

法
人
は
人
間
の
健
康
を
守
る
健
康

事
業
活
動
を
行
い
、
又
、
社
会
福

祉
に
関
わ
る
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
活
動

を
支
援
し
、
広
く
公
益
に
貢
献
す

る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。 

三
、
現
「
健
生
会
」
役
員
を
全
員
理
事
、

監
事
と
す
る
。 

四
、
そ
の
他
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
に
準
じ
た
原
案

と
す
る
。 

第
二
号
議
案
「
健
生
会
」
が
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
化
を
申
請
す
る
件 

青
木
よ
り
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
設
立
申
請
に

つ
い
て
経
緯
の
説
明
を
し
、
保
坂
委

員
よ
り
設
立
が
な
ぜ
必
要
か
の
具
体

的
な
話
が
あ
り
、
活
発
な
質
疑
応
答

が
交
わ
さ
れ
、
回
答
は
渡
邊
顧
問
、

保
坂
委
員
、
青
木
が
担
当
し
た
。
第

一
号
、
第
二
号
議
案
と
も
満
場
一
致

で
承
認
さ
れ
、
閉
会
と
な
っ
た
。 

     

  

特
定
非
営
利
活
動
法
人
「
健
生
会
」 

設
立
臨
時
総
会 

 

議
事
録 

 
 １

、
日
時 

平
成
２
４
年
１
月
２
７
日

（
金
）
午
後
１
時
か
ら
２
時 

２
、
場
所 

東
京
都
文
京
区
関
口
２
丁

目
１
０
番
８
号 

椿
山
荘 

カ
メ
リ
ア 

 

３
、
出
席
者
数 

 

４
８
名 

高
橋
保
孝 

高
橋
幸
恵 

北
田
攝
子 

鈴
木
敏
彦 

池
谷
久
美
子 

飯
田
君
子 

中
村  

清 

近
江
勇
吉 

荻
原
冨
貴
子 

市
原
澄
子 

内
田
稚
代 

菅
原
美
佐
子 

上
西
正
夫 

坂
根
洋
子 

上
西
寿
美
子 

 

樋
口
敏
子 

福
田
佳
代 

大
久
保
晴
子 

 

小
松
幸
子 

篠
崎
玲
子 

内
川
ス
エ
ノ 

横
山
節
子 

保
坂
武
雄 

秋
元
婦
み
子 

保
坂
邦
江 

小
坂 

茜 

河
合
寿
恵
子 

今
村
安
江 

西
牧
美
幸 

八
島
よ
し
子 

高
村
直
子 

宮
田
頼
子 

清
水
マ
ツ
子 

 
 

堀 

一
子 

並
木
俊
子 

若
月
た
ね
子 

 

高
山
節
子 

中
山
ふ
み 

内
田
ま
さ
子 

藤
野
悦
子 

橋
本 

光 

笠
原
ノ
ブ
子 

 
 

 

渡
邊
一
雄 

月
川
力
江 

並
木
み
や
子 

青
木
玲
子 

山
口
得
代 

長
谷
川
宏
道 

 

４
、
議
案 

第
⒈
号
議
案 

定
款
案
を
承
認
す
る
件 
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① 

会
の
名
称
を
「
健
生
会
」

と
す
る 

② 

定
款
の
内
容
は
「
こ
の
法

人
は
人
間
の
健
康
を
守
る

健
康
事
業
活
動
を
行
い
、

又
、
社
会
福
祉
に
関
わ
る

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
支

援
し
、
広
く
公
益
に
貢
献

す
る
こ
と
を
目
的
と
す

る
」 

③ 

現
「
健
生
会
」
役
員
を
全

員
理
事
、
監
事
と
す
る
。 

④ 

そ
の
他
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
に
準
じ

た
原
案
と
す
る
。 

 

第
２
号
議
案
「
健
生
会
」
が
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
化
を
申
請
す
る
件 

 

５
、
議
事
の
経
過
及
び
結
果 

司
会
者
、
内
田
稚
代
委
員
の
進

行
で
、
設
立
発
起
人
を
代
表
し
て

健
生
会
会
長
・
青
木
玲
子
が
議
長

に
選
任
さ
れ
、Ｎ
Ｐ
Ｏ 

法
人
設
立

申
請
の
経
緯
に
つ
い
て
詳
細
な
説

明
が
あ
っ
た
。
規
約
第
１
０
条

（
４
）
総
会
は
、
会
員
の
四
分
の

一
以
上
の
出
席（
委
任
状
を
含
む
）

に
よ
り
成
立
す
る
。
に
よ
り
、
総

会
の
成
立
を
確
認
し
、
議
案
の
審

議
に
入
っ
た
。 

 
 

現
在
会
員
数 

 
 
 

２
０
４
名 

 
 

総
会
出
席
者
数 

 
 
 

４
８
名 

 
 

委
任
状 

 
 
 
 
 
 

７
９
通 

 

 
 第

１
号
議
案 

 

① 

保
坂
武
雄
委
員
に
よ
る
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
化
に
関
す
る
設

立
趣
旨
、
目
的
、
法
人
と

し
て
の
メ
リ
ッ
ト
等
に
つ

い
て
の
説
明
が
あ
っ
た
。 

「
練
馬
健
康
と
生
き
が
い

を
っ
を
を
語
る
会
」
か
ら
「
健
生
会
」
と
し
、
世
の
中
の
変 

 
 
 
 
 
 

を
語
る
会
」
か
ら
「
健
生 

会
」
と
し
、
世
の
中
の
変 

化
に
対
応
す
る
為
、
新
し 

い
目
標
も
受
け
入
れ
ら
れ 

る
よ
う
に
す
る
。 

② 
 

「
規
約
２
」を
正
式
の
表

現
の
「
定
款
」
と
す
る
。 

 
 
 
 
 

定
款
の
目
的
内
容
は
、
健

生
会
会
員
の
意
欲
と
活
動

力
が
広
く
生
か
さ
れ
る
よ

う
に
す
る
。 

③ 
 

役
員
は
１
５
人
以
内
、

監
事
３
人
以
内
と
す
る
。

健
生
会
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
団
体
は
な
る
べ
く
多

数
の
役
員
、
監
事
を
立
て

て
活
動
し
て
い
き
た
い
。 

④ 
 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
を
申
請
し
、

社
会
的
信
用
を
得
て
、
会

員
が
意
欲
を
持
っ
て
活
動

で
き
る
よ
う
に
す
る
。 

 

 
 

会
議
中
の
質
問
は
下
記
の
通
り
。

答
弁
は
渡
邊
一
雄
顧
問
、
保
坂
武

雄
委
員
、
青
木
玲
子
会
長
が
担
当

し
た
。 

 

質
問
⒈ 

 

寄
付
を
受
け
て
そ
の
団

体
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
制
約
さ
れ

る
か
？ 

答 
 
 
 

そ
う
い
う
例
は
な
い
。 

質
問
⒉ 

 

寄
付
を
受
け
て
使
っ
た

余
り
は
、
返
さ
な
く
て
は
な
ら
な

い
か
？ 

 

答 
 
 
 

従
来
の
結
果
を
見
る
と
、

良
心
的
に
運
営
さ
れ
て
き
て
い
る
。 

 

質
問
３ 

重
複
し
て
Ｎ
Ｐ
Ｏ
団
体
に

所
属
し
て
も
差
し
支
え
な
い
か
？ 

 

答 
 
 
 

い
く
つ
で
も
構
わ
な
い
。 

 

質
問
④ 

事
務
所
所
有
の
問
題
が
持

ち
上
が
る
の
で
は
な
い
か
？ 

 

答 
 
 
 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
一
番
の

悩
み
が
事
務
所
の
問
題
で
、
課
題

で
す
。 

質
問
５ 

寄
付
す
る
側
の
立
場
は
ど

う
で
す
か
？ 

答 
 
 
 

欧
米
は
寄
付
の
習
慣
が

進
ん
で
お
り
、
日
本
で

も
今
年
り
か
ら
税
制
を

含
め
変
化
し
、
民
間
の

Ｎ
Ｐ
Ｏ
活
動
が
期
待
さ

れ
る
よ
う
に
な
る
だ
ろ

う
。 

 

第
１
号
議
案
に
賛
同
す
る
人
は
挙
手
し
、

満
場
一
致
で
承
認
さ
れ
た
。 

 
 

 

第
２
号
議
案 

「
健
生
会
」
が
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
化
を
申
請
す
る
件 

① 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
化
を
申
請
す
る
た

め
の
定
款
を
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
に
準
じ
た
原
案

に
す
る
。 

 
 
 
 
 

 

 

② 

会
費
は
現
状
通
り
に
す
る
。 

 
 
 

現
在
、
認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
は
練

馬
区
で
１
件
だ
け
で
、
今
後
認
定
法
人

に
な
れ
ば
会
費
の
改
定
は 

あ
り
得
る
。 

 

第
２
号
議
案
に
賛
同
す
る
人
は
挙
手
し
、

満
場
一
致
で
承
認
さ
れ
た
。 

 

第
３
号
議
案 

議
事
署
名
人
の
選
任
の

件 

 

議
事
署
名
人
に
つ
い
て
、
議
長
よ
り

本
日
出
席
の
小
坂 

茜
、
北
田
攝
子
氏

の
２
名
を
指
名
し
た
と
こ
ろ
、
異
議
な
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く
承
認
さ
れ
た
。 

  
議
長
は
、
以
上
を
も
っ
て
本
日
の
議

事
を
終
了
し
た
旨
を
述
べ
、
閉
会
を
宣

し
た
。 

 

新
年
会
の
報
告 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

内
田 

稚
代 

 

一
月
二
十
七
日
（
金
）
十
一
時
半
よ

り
恒
例
の
新
年
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
回
は
臨
時
総
会
も
行
う
の
で
、
広
い

会
場
の
椿
山
荘
に
決
め
、
お
天
気
が
心

配
で
し
た
が
、
当
日
は
良
い
お
天
気
で

一
安
心
致
し
ま
し
た
。
皆
様
綺
麗
に
装

っ
て
参
加
さ
れ
と
て
も
素
敵
で
し
た
。 

受
付
を
済
ま
せ
た
方
か
ら
順
に
、
新

年
福
引
き
三
角
く
じ
を
引
い
て
頂
き
、

さ
さ
や
か
で
は
有
り
ま
す
が
其
々
に
景

品
を
受
け
取
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
特

等
は
今
年
の
干
支
、
辰
な
の
で
、
ビ
ー

ズ
で
出
来
た
大
き
い
辰
の
ケ
ー
ス
入
り

の
置
物
に
致
し
ま
し
た
。
済
ま
せ
た
方

は
、
会
場
に
入
り
着
席
し
て
頂
く
と
、 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

す
ぐ
に
開
始
の
時
間
と
な
り
、
菅
原
さ

ん
の
司
会
で
最
初
に
青
木
会
長
の
新
年

の
挨
拶
、
そ
の
時
に
新
会
員
で
出
席
者

の
紹
介
も
さ
れ
、
其
の
あ
と
、
恒
例
の 

 
 
 
 
 
 

卒
寿(

一
名)

傘
寿
（
十
二
名
）
今
年

中
に
迎
え
ら
れ
る
方
々
の
、
紹
介
を
司

会
者
が
読
み
上
げ
、
出
席
さ
れ
た
傘
寿

の
、
今
村
様
、
飯
田
様
、
内
田
（
ま
さ

子
）
様
、
笠
原
様
、
近
江
様
、
以
上
、

亓
名
の
方
に
前
に
並
ん
で
頂
き
、
健
生

会
か
ら
の
お
祝
い
の
記
念
品
を
会
長
よ

り
贈
ら
れ
ま
し
た
。
皆
様
お
元
気
で
出

席
し
て
頂
き
ま
し
た
の
で
私
共
も
嬉
し

く
、
一
緒
に
お
祝
い
を
さ
せ
て
頂
き
ま

し
た
。
其
処
で
記
念
写
真
も
パ
チ
リ
！

欠
席
の
方
に
は
お
送
り
致
し
ま
し
た
。。 

次
に
歌
、
落
語
を
な
さ
る
渡
邊
顧
問

様
の
紹
介
を
山
口
さ
ん
に
し
て
頂
き
、

最
初
に
、「
会
い
た
か
っ
た
ぜ
」 

を
歌

わ
れ
、
本
当
に
皆
様
に
会
い
た
か
っ
た

の
で
、
此
の
曲
を
歌
い
ま
し
た
と
、
心

を
込
め
て
話
さ
れ
た
の
が
印
象
的
で
、

拍
手
喝
采
！
続
い
て
落
語
で
題
名
は
、

「
結
婚
式
風
景
」
を
語
っ
て
頂
き
ま
し

た
。
会
場
か
ら
笑
い
の
声
・
・ 

昨
年
の
二
月
の
終
わ
り
頃
か
ら
は
両

肩
、
両
膝
、
腰
に
激
痛
が
走
り
、
三
か

月
間
苦
し
い
闘
病
生
活
を
、
過
ご
さ
れ

て
お
ら
れ
た
様
に
は
思
え
な
い
程
、
お

元
気
に
な
ら
れ
、笑
顔
で
演
じ
て
頂
き
、

健
生
会
に
元
気
を
下
さ
い
ま
し
た
。 

演
芸
の
後
、
上
西
名
誉
会
長
の
乾
杯

の
音
頭
で
昼
食
会
が
始
ま
り
、
北
海
の

幸
の
前
菜
、
カ
ボ
チ
ャ
の
ポ
タ
ー
ジ
ュ

ス
ー
プ
、
魚
、
肉
料
理
、
デ
ザ
ー
ト
の

盛
り
合
わ
せ
、
コ
ー
ヒ
ー
、
目
に
も
綺

麗
な
盛
り
付
け
で
、
美
味
し
く
、
歓
談

し
な
が
ら
頂
き
ま
し
た
。 

終
了
間
際
に
飛
び
入
り
で
上
西
名
誉

会
長
が
、
お
祝
い
を
込
め
て
、
謡
曲
、

「
鶴
亀
」
を
謡
っ
て
く
だ
さ
り
、
今
日

の
日
に
ふ
さ
わ
し
か
っ
た
と
思
い
ま
し

た
。
何
よ
り
も
椿
山
荘
の
ス
タ
ッ
フ
の

方
々
の
親
切
な
心
配
り
の
お
陰
で
順
調

に
進
行
出
来
ま
し
た
。 

今
回
参
加
出
来
な
か
っ
た
方
も
、
次
回

の
機
会
に
三
重
の
塔
と
滝
、
青
々
と
し

た
椿
の
葉
、
起
伏
の
あ
る
庭
園
が
見
え

る
お
部
屋
で
の
会
食
、
是
非
参
加
し
て

み
て
は
如
何
で
し
ょ
う
か
。
臨
時
総
会

の
後
記
念
写
真
を
撮
り
終
了
し
ま
し
た
。 

  

健
康
だ
よ
り 

第
一
八
〇
号 

 
 
 

平
成
二
十
四
年 

二
月  

 
 

若
さ
を
保
つ
健
康
長
寿
の
秘
訣 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

（
実
践
）（
第
亓
弾
） 

 長
寿
の
秘
訣
研
究
会 

松
島 

勇
次 

 

①
懐
石
を
食
べ
②
緑
の
野
菜
を
た
く
さ

ん
食
べ
る
③
糖
化
し
た
食
品
を
摂
り
過

ぎ
な
い
④
食
後
１
時
間
に
体
を
動
か
す

よ
う
に
す
る
食
事
を
し
て
、
最
も
血
糖

値
が
上
が
る
の
は
だ
い
た
い
食
後
１
時

間
で
す
。
現
在
健
康
診
断
の
測
定
は
空

腹
時
で
す
が
、
食
後
の
血
糖
値
が
大
事

で
す
。
食
後
１
時
間
に
体
を
動
か
す
と

糖
化
進
行
速
度
は
改
善
す
る
。
以
前
糖

化
こ
そ
老
化
や
病
気
を
引
き
起
こ
す
元

凶
の
説
明
を
行
い
ま
し
た
。
た
ん
ぱ
く

質
に
は
体
内
に
入
っ
て
き
た
糖
と
結
び

や
す
く
、
変
性
し
て
Ａ
Ｇ
Ｅ
（
糖
化
最

終
生
成
物
）
と
い
う
、
老
化
促
進
物
質

が
生
ま
れ
動
脈
硬
化
の
原
因
に
な
っ
て

い
ま
す
。 

①
動
脈
硬
化
、
心
筋
梗
塞
、
狭
心
症
、

脳
梗
塞
、
脳
出
血
、
心
臓
や
脳
に
栄
養

を
送
り
届
け
て
い
る
血
管
は
、
生
命
維

持
に
不
可
欠
な
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
と
同
じ
。

②
認
知
症
、
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病 

ア

ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
は
Ｂ
＋
ア
ミ
ロ
イ
ド

と
い
う
た
ん
ぱ
く
質
が
脳
内
に
た
ま
る

の
が
原
因
で
、
こ
の
物
質
が
蓄
積
す
る

と
、
脳
に
老
人
斑
と
い
う
シ
ミ
が
で
き

ま
す
。
こ
の
脳
に
で
き
た
シ
ミ
を
調
べ

る
と
驚
い
た
事
に
Ａ
Ｇ
Ｅ
が
た
く
さ
ん

検
出
さ
れ
る
。ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
は
、

脳
細
胞
が
死
滅
し
て
脳
が
だ
ん
だ
ん
萎

縮
し
て
い
っ
て
し
ま
う
病
気
で
す
。 

こ
の
脳
細
胞
の
死
滅
に
も
、
Ａ
Ｇ
Ｅ
が

関
与
し
て
い
る
。 
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③
糖
化
か
が
進
む
と
骨
に
も
ト
ラ
ブ
ル

が
起
こ
り
や
す
く
な
る
。
骨
粗
鬆
症
が

知
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
骨
質
の
低
下
に

あ
っ
て
、
６
～
７
割
は
骨
密
度
が
原
因

で
、
残
り
の
３
～
４
割
は
骨
質
が
悪
く

な
っ
た
事
が
原
因
と
さ
れ
る
。 

④
肌
の
ト
ラ
ブ
ル
が
起
こ
り
や
す
く
な

る
。
肌
が
ハ
リ
や
柔
ら
か
さ
を
保
っ
て

い
る
の
は
、
内
側
の
コ
ラ
ー
ゲ
ン
や
エ

ラ
ス
チ
ン
な
ど
の
た
ん
ぱ
く
線
維
が
し

っ
か
り
支
え
て
い
る
か
ら
で
す
。
し
か

し
Ａ
Ｇ
Ｅ
が
こ
れ
ら
の
た
ん
ぱ
く
質
に

入
り
込
ん
で
、
Ａ
Ｇ
Ｅ
架
橋
が
形
成
さ

れ
て
、
本
来
あ
る
べ
き
弾
力
や
柔
軟
性

が
失
わ
れ
る
。
ピ
チ
ピ
チ
し
た
ハ
リ
の

あ
る
感
触
や
し
っ
と
り
し
た
柔
ら
か
さ

が
な
く
な
っ
て
い
く
。
肌
に
で
き
た
シ

ミ
を
調
べ
る
と
Ａ
Ｇ
Ｅ
が
た
く
さ
ん
た

ま
っ
て
い
る
。
化
粧
品
業
界
で
は
早
く

か
ら
「
糖
化
防
止
コ
ス
メ
」
の
開
発
に

力
を
い
れ
て
い
ま
す
。 

  

◆
傘
寿
・
祝
品
の
お
礼
状 榊 

 

尚
子 

 

お
寒
い
日
が
続
い
て
い
ま
す
。
今 

可
愛
ら
し
い
バ
ッ
ク
拝
受
し
ま
し
た
。 

新
年
会
を
楽
し
み
に
し
て
い
た
の
に
、 

突
然
用
事
が
出 

 

「
来
て
し
ま
い
残

念
で
し 

た
。
椿
山
荘
の
お
料
理
も
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法 

人
化
の
お
話
も
楽
し
み
に
し
て
い
た
の 

に
… 

ご
盛
会
を
祈
り
ま
す
。 

こ
れ
か
ら
も
宜
し
く
お
願
い
申
し 

上
げ
ま
す
。 

 

■ 

話
の
ひ
ろ
ば 

 
 東

京
ゲ
ー
ト
ブ
リ
ッ
ジ
完
成
記
念 

「
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
タ
」
に
参
加
し
て 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

高
村 

直
子 

 
 

二
月
十
二
日
に
開
通
す
る
東
京
港

臨
海
道
路
に
、
東
京
ゲ
ー
ト
ブ
リ
ッ
ジ

が
完
成
、
そ
の
完
成
記
念
と
し
て
二
月

四
日
、
亓
日
に
ラ
ン
ニ
ン
グ
、
サ
イ
ク

リ
ン
グ
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
東
京
湾
の
大
き
な
橋
は

レ
イ
ン
ボ
ー
ブ
リ
ッ
ジ
（
長
さ
７
９
８

ｍ
）
が
あ
り
ま
す
が
東
京
ゲ
ー
ト
ブ
リ

ッ
ジ
は
、
江
東
区
若
洲
～
中
央
区
防
波

堤
を
結
ぶ
長
さ
、
２
６
１
８
ｍ
の
巨
大

な
橋
で
す
。
橋
か
ら
は
お
台
場
、
豊
洲

な
ど
の
高
層
ビ
ル
群
が
、
一
望
出
来
ま

す
。
橋
を
歩
い
て
い
る
時
は
気
づ
き
ま

せ
ん
が
、
離
れ
た
遠
方
か
ら
見
る
と
２

頭
の
恐
竜
が
、
向
き
合
う
よ
う
な
形
を

し
て
い
ま
す
。
今
回
の
イ
ベ
ン
ト
は
、

東
京
ゲ
ー
ト
ブ
リ
ッ
ジ
の
、
車
道
を
歩

い
て
横
断
出
来
る
の
は
、
最
初
で
最
後

と
の
ふ
れ
込
み
で
し
た
。
私
は
主
人
と

亓
日
に
行
わ
れ
た
、
８
ｋ
ｍ
の
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
に
申
し
込
み 

、
参
加
し
て
き

ま
し
た
。 

新
木
場
の
駅
を
降
り
る
と
、
参
加
者

ら
し
き
人
た
ち
が
溢
れ
て
い
ま
し
た
。

駅
か
ら
、
臨
時
の
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
に
乗

る
の
も
長
蛇
の
列
で
す
。
１
０
分
ほ
ど

で
集
合
場
所
の
若
洲
公
園
に
到
着
し
、

事
前
に
頂
い
た
ゼ
ッ
ケ
ン
を
、
胸
に
つ

け
て
ス
タ
ー
ト
地
点
へ
。
東
京
消
防
庁

の
音
楽
隊
の
フ
ァ
ン
フ
ァ
ー
レ
で
、
出

発
。
警
備
の
方
々
も
多
く
い
て
、
参
加

者
が
多
い
割
に
は
、
比
較
的
ス
ム
ー
ズ

に
進
ん
で
行
き
ま
し
た
。 

参
加
者
の
中
に
は
、
小
学
生
や
車
イ

ス
の
方
、
ベ
ビ
ー
カ
ー
の
人
た
ち
も
い

て
、
腰
が
痛
い
な
ど
と
言
っ
て
い
た
主

人
も
、
刺
激
を
受
け
て
張
り
切
っ
て
い

ま
し
た
。
期
待
し
て
い
た
富
士
山
は
雲

が
多
く
て
見
え
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
東

京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
・
東
京
タ
ワ
ー
・
東

京
デ
ィ
ズ
ニ
ー
リ
ゾ
ー
ト
、
が
見
え
て

参
加
者
は
カ
メ
ラ
を
構
え
、
歓
声
を
上

げ
て
い
ま
し
た
。 

海
上
に
は
、
白
い
帆
の
ヨ
ッ
ト
が
波

間
に
揺
れ
て
美
し
く
、
空
を
見
上
げ
る

と
飛
行
機
が
飛
び
交
い
、
羽
田
空
港
に

近
い
こ
と
も
あ
り
、
ジ
ャ
ン
ボ
旅
客
機

を
低
い
位
置
で
、
見
る
こ
と
も
出
来
ま

し
た
。 

今
回
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
は
、
順
位
を

争
う
こ
と
な
く
、
マ
イ
ペ
ー
ス
で
歩
け

た
の
で
、
の
ん
び
り
と
楽
し
い
一
日
を

過
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

橋
の
開
通
で
物
流
の
大
動
脈
と
し

て
慢
性
的
に
渋
滞
し
て
い
た
湾
岸
道

路
の
バ
イ
バ
ス
と
し
て
の
役
割
が
大

い
に
期
待
さ
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。 

 

◎
歩
こ
う
会 

 

３
月
の
お
知
ら
せ 

 

遠
武 

健
好 

３
月
１０
日(

土)

お
堀
端
コ
ー
ス 

集
合
，
７
時 

大
江
戸
線
練
馬
駅 

改
札
口 

久
し
ぶ
り
の
歩
こ
う
会
で
す
。
当
日

は
大
江
戸
線
で
練
馬~

新
宿
～
九
段
坂

下
下
車
。
靖
国
神
社
～
千
鳥
ヶ
淵
か
ら

お
堀
端
～
」
日
比
谷
～
銀
座
。
約
２
時

間
３
０
分 

 

帰
り
は
飯
田
橋
下
車
、
小
石
川
後
楽

園
で
お
に
ぎ
り
や
お
弁
当
を
食
べ
る
の

は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。 
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★
退
会
者 

十
八
名 

阿
部
幸
子 

磯 

幸
子 

赤
津
登
喜
江 

堺
谷
や
江 

中
島
晴
子 

浅
見
ミ
ツ
子 

沼
尾
和
子 

百
瀬 

淳 

田
中
よ
し
子 

林 

久
子 

石
山
艶
子 

津
吉
喜
久
栄 

山
口
弘
子 

 

中
五
紀
久
代 

西
村
富
美
子 

百
瀬
カ
ツ
子 

小
長
光
道
子 

加
賀
美
千
恵
子 

 

 

■
「
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
頁
」
そ
のⅣ

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

保
坂 

武
雄 

 

健
生
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
が
ス
タ
ー

ト
し
て
一
年
に
な
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。 

 

健
生
会
ニ
ュ
ー
ス
は
昨
年
２
月
号
か
ら

全
て
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

サ
ー
ク
ル
活
動
も
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
活
動

も
見
ら
れ
ま
す
。
近
頃
の
ニ
ュ
ー
ス
に

は
写
真
が
増
え
て
い
る
事
を
お
気
づ
き

と
思
い
ま
す
。
こ
れ
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
は
カ
ラ
ー
で
よ
り
鮮
明
に
見
る
事
が

出
来
、
内
容
を
ず
っ
と
判
り
易
く
す
る

為
で
す
。
こ
れ
か
ら
は
色
々
の
行
事
報

告
も
写
真
で
載
せ
た
い
と
思
い
ま
す
。

ご
存
知
の
よ
う
に
今
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

は
区
役
所
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
中
の 

「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
支
援
セ
ン
タ
ー
」
の
中
に
掲

載
し
て
頂
い
て
い
ま
す
。 

 

近
い
将
来
に
は「
健
生
会
の
ブ
ロ
グ
」

を
立
ち
上
げ
、
会
員
相
互
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
も
出
来
る
よ
う
に
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
の
為
に
皆
さ
ん

に
お
願
い
が
有
り
ま
す
。
第
一
は
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
良
く
見
て
ご
意
見
を
頂
き

た
い
。
第
二
は
数
名
の
方
に
編
集
に
か

か
わ
っ
て
頂
き
た
い
と
言
う
こ
と
で
す
。 

 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
皆
さ
ん
が
見
て
ご

意
見
を
言
う
と
育
ち
ま
す
。
数
名
が
参

加
す
る
こ
と
で
「
健
生
会
独
自
の
ブ
ロ

グ
」
が
生
ま
れ
ま
す
。 

「
小
竹
小
学
校
・
名
人
に
教
わ
ろ
う
」 

に
参
加
し
て 
 

保
坂 

武
雄 

恒
例
化
し
て
い
る
と
言
う
こ
の
教
室

も
私
に
は
初
体
験
で
し
た
。 

学
校
側
は
校
長
先
生
、
担
任
の
先
生

と
生
徒
三
一
名
、
健
生
会
員
は
十
一
名

で
、
遊
び
は
コ
マ
、
ベ
ー
ゴ
マ
、
け
ん

玉
、
綾
取
り
、
お
手
玉
、
お
は
じ
き
、

だ
る
ま
落
と
し
、
折
り
紙
と
百
人
一
首

で
し
た
。
校
長
先
生
の
挨
拶
、
担
任
の

先
生
に
よ
り
生
徒
と
私
達
の
挨
拶
の
後
、

遊
び
毎
に
亓
つ
の
テ
ー
ブ
ル
に
分
か
れ

て
始
ま
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
全
員
あ

っ
と
い
う
間
に
授
業
－
遊
び
に
突
入
し

ま
し
た
。
私
は
け
ん
玉
と
だ
る
ま
落
と

し
に
加
わ
っ
た
の
で
す
が
、
子
供
た
ち

の
方
が
ず
っ
と
上
手
で
教
え
る
事
な
ど

ま
る
で
無
い
の
で
す
。
初
め
、「
小
学
一

年
生
に
遊
び
を
教
え
る
と
聞
き
、
難
し

い
事
は
無
理
だ
ろ
う
な
」
と
皆
で
案
じ

て
い
ま
し
た
が
ま
る
で
反
対
で
す
。 

子
供
た
ち
は
礼
儀
正
し
い
し
最
後
の 

        

感
想
な
ど
は
活
発
に
発
表
し
て
お
り
、

宮
崎
駿
監
督
の
「
六
歳
の
子
供
は
全
て

判
っ
て
い
る
」
と
い
う
言
葉
を
思
い
出

し
ま
し
た
。
会
員
た
ち
は
す
っ
か
り
童

心
に
還
り
、
宮
田
さ
ん
の
ご
主
人
な
ど

は
ベ
ー
ゴ
マ
が
得
意
で
、
教
え
る
事
と

ご
自
分
の
楽
し
み
が
一
体
に
な
っ
て
い

ま
し
た
。 

大
人
の
心
を
理
解
す
る
子
供
た
ち
と
童

心
を
失
わ
な
い
大
人
た
ち
の
愉
快
で
有

意
義
な
ひ
と
時
で
し
た
。 

次
回
は
何
か
教
え
ら
れ
る
事
を
作
り

再
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
い
で
す
。
用
事
が

重
な
り
、
早
退
し
た
私
の
心
残
り
は
給

食
を
食
べ
ら
れ
な
か
っ
た
事
で
す
。 

 
 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
は
写
真
入
り
で
報

告
致
し
ま
す
。 

最
後
に
小
竹
小
学
校
の
先
生
方
と
生

徒
の
皆
さ
ん
に
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

又
、
参
加
し
て
頂
い
た
皆
さ
ん
、
有
り

難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

         

「４月のお花見一泊旅行」のご案内     

＊日  時：４月９日（月）～１０日（火） 

＊場  所：長瀞ライン下り、  山梨・石和温泉泊 

    長瀞しだれ桜観賞（清雲寺・法善寺・音楽寺） 

   一宮桃源郷・浅間園の桃の花・ワイン工場見学・桔梗屋買い物 

＊参 加 費：２０，０００円（昼食２回付・ライン下り代・保険代含む） 

＊申込締切：３月２３日（金）お早めにお申し込み下さい 

＊申 込 先：内田(3992-8338) 菅原(3991-7620)  

            山口(6794-3663)    ＊詳細はチラシを参照下さい 

 

 

 
 
 
 

俳  

句         

中
村  

清 

立  

春 

風
評
を
磨
い
て
拭
い
て
リ
ン
ゴ
売
る        

福 

寿 

草 
立
春
や
御
神
渡
り
の
尖
に
あ
り 

ト
ン
ビ
今
氷
結
の
湖
さ
ら
い
行
く 

豆
撒
く
や
翁
の
飛
礫
（つ
ぶ
て
）を
拾
い
け
り 

針
供
養
メ
ド
通
ら
ぬ
も
歩
を
運
ぶ 
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「
二
月
役
員
会
」
報
告 

 
〔
六
日
・
出
席
者
〕 

青
木
玲
子 

内
田
稚
代 

菅
原
美
佐
子 

近
江
勇
吉 
保
坂
武
雄 

中
村
千
代
古 

宮
田
頼
子 
山
口
得
代 

長
谷
川
宏
道 

小
坂 

茜 

 
 
 
 

（
司
会
）・
中
村(

千) 

☆
新
役
員
二
月
参
加
、
小
坂 

茜
さ
ん 

☆
新
役
員
三
月
～
参
加
予
定
、
月
川 

力
江
さ
ん 

☆
二
十
四
年
新
年
会
感
想
文
、 

内
田 

☆
臨
時
総
会
報
告 

青
木 

 

不
参
加
の
傘
寿
、
卒
寿
の
方
へ
の
記

念
品
の
送
り
方
に
つ
い
て
話
し
合
う
。 

★
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
化
の
書
類
に
つ
い
て
、 

委
員
の
方
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
申
請
に
必
要
な
住

民
票
一
通
と
書
類
に
必
要
な
印
鑑
を
出

来
る
だ
け
早
く
用
意
す
る
。 

☆
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
化
申
請
書
の
記
入
事
項

に
今
後
の
事
業
計
画
が
あ
り
、
そ
の
具

体
的
な
計
画
を
練
っ
た
。  

☆
ボ
ラ
セ
ン
が
移
転
す
る
の
で
四
月
十

七
日
ま
で
に
棚
、
ロ
ッ
カ
ー
の
荷
物
を

片
づ
け
な
く
て
な
ら
な
い
。
役
員
会
、

校
正
、
発
送
の
場
所
に
つ
い
て
は
い
く

つ
か
候
補
が
あ
る
が
、
決
定
に
は
至
ら

ず
次
回
引
き
続
い
て
検
討 

二
月
十
七

日
の
懇
談
会
に
は
繭
の
会
か
ら
岩
根
、

や
す
ら
ぎ
会
か
ら
橋
本
、
健
生
会
役
員

会
か
ら
青
木
出
席
予
定
。 

☆
第
二
回「
み
ん
な
の
お
ん
が
く
か
い
」

は
出
し
物
に
つ
い
て
決
定
し
た
が
、
ま

ず
連
絡
担
当
を
役
員
で
分
担
し
た
。
詳

細
な
分
担
は
来
月
の
役
員
会
に
て
。 

☆
二
月
七
日
（
火
）
小
竹
小
学
校
、
一

年
生
と
の
交
流
会「
名
人
に
教
わ
ろ
う
」

十
三
人
出
席
予
定
。 

☆
二
月
十
八
日
（
土
）
例
会 

松
島
先
生
の
講
演 

司
会
・
内
田 

★
ニ
ュ
ー
ス
記
事
に
つ
い
て
、
内
容
、

今
後
の
方
針
、
最
終
責
任
者 

近
江 

☆
大
江
戸
花
め
ぐ
り
の
チ
ラ
シ 

青
木 

☆
四
月
一
泊
旅
行
の
チ
ラ
シ 

内
田 

☆
秋
の
一
泊
旅
行
を
、
バ
ス
日
帰
り
旅

行
に
変
更
し
て
み
る
案
も
出
る
。 

☆
十
二
月
寄
席
を
三
遊
亭
大
王
の
落
語

に
お
願
い
し
た
い
が
。 

★
三
月
の
行
事
予
定
の
確
認
と 

 
 
 
 

ニ
ュ
ー
ス
内
容
の
検
討 

★
二
月
の
ニ
ュ
ー
ス
作
業 

 

＊
割
付
、
校
正
二
月
二
十
一
日
（
火
） 

 
 

午
後
一
時
～
三
時
半 

ボ
ラ
セ
ン 

 

＊
印
刷
・
発
送
二
月
二
十
八
日
（
火
） 

 
 

午
前
十
時 

ボ
ラ
セ
ン 

★
「
三
月
役
員
会
」
亓
日
（
月
） 

 
 
 
 

午
前
十
時
～
十
二
時 

 
 
 

リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
会
議
室 

 
 
 
 
 
 

当
日
司
会
担
当 

山
口 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

文
責 

山
口 

 

◆
「
ニ
ュ
ー
ス
【
割
付
／
校
正
】」 

 
 
 

（
一
月
二
十
四
日
・
練
馬
） 

青
木
玲
子 

内
田
稚
代 

秋
元
婦
み
子 

近
江
勇
吉 

中
村 

清 

菅
原
美
佐
子 

保
坂
武
雄 

宮
田
頼
子 

山
口
得
代 

 

 

◆
「
ニ
ュ
ー
ス
【
印
刷
／
発
送
】」 

 
 
 

（
一
月
三
十
日
・
練
馬
） 

青
木
玲
子 

石
毛
栄
子 

秋
元
婦
み
子 

市
原
澄
子 

今
村
安
江 

島
田
フ
サ
子 

内
田
稚
代 

近
江
勇
吉 

菅
原
美
佐
子

葛
谷
豊
子 

嶋
木
和
子 

中
村
千
代
古 

志
村
松
枝 

高
橋
保
孝 

高
山
節
子 

 

武
田
怜
子 

中
村 

清 

橋
本 

光 

保
坂
武
雄 

宮
田
頼
子 

山
口
得
代 

 

◆
「
お
し
め
た
た
み
／
ボ
ラ
」 

 
 

（
二
月
三
日
・
小
茂
根
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

鷺
池
聰
子 

高
村
直
子 

池
谷
久
美
子 

篠
崎
玲
子 

鈴
木
敏
彦 

大
久
保
晴
子 

菅
原
美
佐
子 

 

会
員
外
三
名 

 

 

◆
や
す
ら
ぎ
会 

 
 

（
二
月
三
日
・
金
） 

石
毛
栄
子 

大
矢
芳
子 

秋
元
婦
み
子 

葛
谷
豊
子 

澤
田
正
子 

内
田
ま
さ
子 

志
村
松
枝 
武
田
怜
子 

島
田
フ
サ
子 

橋
本 

光 

細
野
愛
子 

松
島
久
米 

安
岡
良
子 

柳
五
田
芳
子 

 

◆
き
ら
ら
生
活
支
援
昼
食
会 

 
 
 
 

（
二
月
十
日
） 

豊
玉
す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー
六
階 

 

カ
レ
ー
ラ
イ
ス
・
三
十
人
分 

鷺
池
聰
子 

市
原
澄
子 

大
久
保
晴
子 

保
坂
武
雄 

清
水
マ
ツ
子 

菅
原
美
佐
子 

 

◆
「
お
し
め
た
た
み
／
ボ
ラ
」 

 
 

（
二
月
十
七
日
・
小
茂
根
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

鷺
池
聰
子 

高
村
直
子 

池
谷
久
美
子 

篠
崎
玲
子 

鈴
木
敏
彦 

大
久
保
晴
子 

菅
原
美
佐
子 

会
員
外
二
名 

 

◆
や
す
ら
ぎ
会
（
二
月
十
七
日
・
金
） 

「
木
曽
路
，
会
食
」 

浅
海 

郁 

岩
崎
昌
子 

秋
元
婦
み
子 

石
毛
栄
子 

大
矢
芳
子 

内
田
ま
さ
子 

葛
谷
豊
子 

澤
田
正
子 

島
田
フ
サ
子 

志
村
松
枝 

武
田
怜
子 

中
尾
久
子 

西
勝
絹
子 

橋
本 

光 

細
野
愛
子 

松
島
久
米 

八
巻
祥
子 

柳
五
田
芳
子 

 
 ◎

使
用
済
み
切
手
収
集
，
三
月
分 

大
矢
芳
子 

小
坂 

茜 

広
瀬
喜
代
子 

並
木
俊
子 

横
山
静
子 

八
島
よ
し
子 

本
名
絹
子 

沼
尾
和
子 
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行 

事 

案 

内 

◎
繭
の
会
（
小
物
つ
く
り
） 

★
三
月
十
二
日
（
月
）
午
前
十
時 

場
所 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー 

☆
作
る
物 

ク
ラ
フ
ト
ビ
ー
ズ
で 

か
わ
い
い
「
こ
い
の
ぼ
り
」 

※
持
っ
て
来
る
も
の 

は
さ
み
・
ボ
ン
ド
・
も
の
さ
し 

 

◎
革
細
工
の
会
「
小
物
つ
く
り
」 

★
三
月
二
十
六
日
（
月
）
十
時 

場
所
光
が
丘
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
コ
ー
ナ
ー 

☆
作
る
物 

小
物
入
れ 

※
持
っ
て
く
る
も
の 

何
時
も
の
道
具
は
忘
れ
な
い
よ
う
に 

              

編 

集 

後 

記 

 

厳
し
い
寒
さ
で
体
に
応
え
ま
す
ね
。

皆
様
は
ど
の
よ
う
に
し
て
こ
の
冬
の
厳

し
さ
を
乗
り
切
っ
て
お
ら
れ
る
の
で
し

ょ
う
。お
風
邪
の
方
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

ど
う
ぞ
お
大
事
に
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。 

 

新
年
会
、
臨
時
総
会
と
恙
無
く
終
わ

り
、
ほ
っ
と
し
て
お
り
ま
す
が
、
す
ぐ

に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
化
申
請
用
紙
記
入
の
細

か
い
仕
事
が
待
ち
受
け
て
お
り
、
役
員

と
手
分
け
し
て
校
正
な
ど
を
し
て
も
、

最
後
は
一
人
で
仕
上
げ
な
け
れ
ば
な
ら

な
か
っ
た
り
、
ま
だ
Ｎ
Ｐ
Ｏ
支
援
セ
ン

タ
ー
の
長
澤
さ
ん
に
チ
ェ
ッ
ク
し
て
い

た
だ
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
事
が
起
こ

っ
た
り
、
役
員
亓
＊
六
人
で
大
挙
し
て

セ
ン
タ
ー
に
伺
っ
た
り
し
て
、
大
変
お

世
話
に
な
り
ま
し
た
。 

 

こ
の
ニ
ュ
ー
ス
が
皆
様
に
届
く
こ
ろ

に
は
き
っ
と
都
庁
へ
出
向
き
申
請
用
紙

の
提
出
が
終
わ
っ
て
い
る
こ
と
と
思
い

ま
す
。
ま
だ
ま
だ
思
わ
ぬ
こ
と
が
待
ち

受
け
て
い
る
や
も
し
れ
ま
せ
ん
の
で
、

油
断
禁
物
と
肝
に
銘
じ
て
お
り
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

こ
の
と
こ
ろ
、
退
会
者
の
数
が
増
え

て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
ご
事
情
は
お
あ
り

と
思
い
ま
す
が
、
長
い
間
の
お
仲
間
と

の
お
別
れ
は
辛
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

ど
う
ぞ
お
元
気
で
お
過
し
く
だ
さ
い
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｒ 

Ａ 
 

 

▼ ２日（金）１０：００ 「おしめたたみ」心身障害児総合医療療育センター 

▼ ２日（金）１３：００ 「やすらぎ会」ボランティアセンター 

▼ ３日（土）１３：３０ 「自彊術」開進第二小学校 

▼ ５日（月）１０：００ 「役員会」リサイクルセンター 

▼ ７日（水）１０：００ 「シルバー・コーラス」練馬公民館 

▼ ９日（金） ９：３０ 「きらら・生活支援食事会」豊玉すこやかセンター ６階 

▼１０日（土）１３：３０ 「自彊術」開進第二小学校 

▼１２日（木）１０：００ 「繭の会」ボランティアセンター 

▼１５日（木）１４；００ 「なべさんの元気わく湧く講座」高齢者センター 

▼１５日（木）１６：３０ 「なべさんの：落語を楽しむ会」豊玉すこやかセンター ６階 

▼１６日（金）１０：００ 「おしめたたみ」心身障害児総合医療療育センター 

▼１６日（金）１０：００ 「健康連絡会」豊玉保健相談所 

▼１６日（金）１３：００ 「やすらぎ会」ボランティアセンター 

▼２１日（水）１０：００ 「シルバー・コーラス」厚生文化会館  

▼２２日（木）１０：００ 「ニュース割付：校正」ボランティアセンター 

▼２６日（月）１０：００ 「革細工の会：小物作り」光が丘ボランティアコーナー 

▼２７日（火）１０：００ 「ニュース印刷：発送」ボランティアセンター 

 

  ◎ １２年 ３月：日付順行事案内 ★印はチラシ同封  ☆は詳細別記 ◎ 

 

 

 
 

笑
い
で 

碁
～
Ｇ
Ｏ
！ 

◎
「
お
楽
し
み
会
」 

日 

時 

三
月
十
亓
日
（
木
） 

 
 
 
 

午
後
四
時
三
十
分
～ 

場 

所 

豊
玉
す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー 

 

六
階 

き
ら
ら 

▽
渡
辺
一
雄
先
生
は
，
三
月
は 

「
落
語
を
楽
し
む
会
」
と
し
ま
す
。 

要
～
予
約 

☎
６
７
９
４
‐
３
６
６
３ 

 
 
 
 

山
口 
得
代
ま
で 


